
弾圧を完全粉砕し連戦連勝の全学連

共産党を乗り越える新たな労働者の政党を！
4月28日、安倍政権による改憲・戦争攻撃を打ち砕く4･

28沖縄デー闘争を全国学生の大結集で打ちぬきました。

何より決定的なのは、多くの労働者・学生の怒りで4月19

日に学芸大反戦ビラまき弾圧で不当逮捕されていた法大

文化連盟・武田雄飛丸君の不起訴奪還を勝ち取って法大

‐国会へのデモを打ち抜いたことです。弾圧を主導した

学芸大当局、日本共産党は恥を知れ！

全学連は昨年10月のスパイによる「監禁致傷でっちあ

げ弾圧」、今年3月の「京大反戦スト弾圧」に続き、連戦

連勝で弾圧を粉砕し続けています。「弾圧は闘えば必ず

粉砕できる」と誰もが確信しています。

奪還された武田君は「今回の弾圧を粉砕した勝利をもっ

て、日本共産党でありSEALDsを叩き出すような学生自治

会の拠点を作り出していきたい」と訴えています。

反戦ビラまき弾圧を警察にお願いする日本共産党はも

はや安倍の先兵です。5･15沖縄デー闘争と7月選挙決戦で

新しい労働者の政党をつくろう！

全日本学生自治会総連合(斎藤郁真委員長)
【メール】mail_cn001@zengakuren.jp 【ＨＰ】http://www.zengakuren.jp/
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←↑国会デモに先駆けて法大で集会・デモ

4月28日夕方、武田君を奪還し全国学生集会を打ち抜く


